










目的

　PCB 汚染カネミ油を経由して人体に摂取された PCB は,今なお油症患者の体

内に著積していることは現在までの研究で明らかであり次世代に及ぼす影響が

心配される。

PCB が乳児に移行する経由として胎盤および母乳が考えられる。

　そこて,我々は油症患者および一般健康者の母乳,血夜,胎盤,臍帯血および臍

帯の PCB を測定し母親から乳児への移行状態を調べ,今後の母子健康指導の参

考となることる期待する。


